
2021 年 3 月 2 日（火） 

AIMS 女性委員会の新メンバー決定 

AIMS: ランニングスポーツを通して世界中の女性のエンパワーメントを 

国際マラソン・ディスタンスレース協会（AIMS）は、グローバルな女性ランニングムーブメントを体

現する「AIMS 女性委員会」のメンバーを決定したことを発表しました。同委員会は 2019 年 3 月 8 日

の国際女性デーに、AIMS 副会⾧マルタ・モラレス及び会⾧パコ・ボラオにより、AIMS 会員大会で世

界最大の女子マラソン（2 万２千人）である名古屋ウィメンズマラソンの開催地、日本の名古屋市にて

発足しました。 

AIMS 女性委員会のメンバーは、ランニングスポーツ分野で数十年の経験を持ち、世界中で女性の参加

とエンパワーメント促進のため活躍しています。 

委員会の委員⾧は AIMS 副会⾧マルタ・モラレスが務めています。 

AIMS 女性委員会新メンバー 

シャーロット・ブルックス

カナダランニングシリーズのナショナルイベントディレクター。15 年のイベント経験を持ち、世界陸

連（WA）ゴールドラベルの Scotiabank トロントウォーターフロントマラソンを含む、4 都市 7 大会

（年間参加者総数 7 万人）の企画・制作を管理しています。また、危機管理及びコミュニケーション

を担当する傍ら、イベント派遣チームを率いてスタッフ、ボランティア、ベンダーとともに円滑なイ

ベント運営を実現しています。 2017 年に国立観戦スポーツ安全安心センターの「40 歳以下の業界リ

ーダー賞」を受賞、2019 年には危機管理室が促進する安心安全タスクフォースにトロント市内の他の

10 大イベントとともに参加しました。 

パズ・ベカル・バレラ 

アルゼンチン出身で元 Pegsa Group テレビプロデューサー。自身もランナーで、複数のスポーツブラ

ンドでマーケティング及びコミュニケーションを担当。現在は ESPN RUN ラテンアメリカにて、マル

デルプラタ国際マラソン（2016～2017）やブエノスアイレスマラソン（2018～2019）などの制作・発

信に関わっています。



 

 

 

 

リー・シャン 

中国陸上競技連盟内で異動となったシャーリー・ヤンの後任として就任しました。中国陸連の社会活

性部（ロードイベントを含む）でマネージャーを務めています。中国で生まれ、北京大学でホテル経

営を学びました。中国のマラソンムーブメントの組織とマーケティングを担当しています。 

 

レイシー・フラナリー 

米国出身、ベテランレースマネジメント代表。イベントプロダクションやビジネス開発を全面的に担

当しています。関わる大会は多く、Bank of America シカゴマラソン、Advocate 国際シカゴ 5K、Bank 

of America シャムロット・シャッフル、ガールズ・オン・ザ・ラン・シカゴ（4 大会の参加者総数 2 万

1 千人）など。ランニング業界で 15 年以上の経験があり、女子ランニングを専門としています。イリ

ノイ州エバンストン市ノースウェスタン大学にて BSJ を取得。 

 

 

AIMS 女性委員会設立メンバー 

 

マルタ・モラレス：AIMS 副会⾧ 

パコ・ボラオ：AIMS 会⾧ 

ダグマウィット・アマレ：グレートエチオピアラン戦略革新マネージャー 

インナ・チェルノブラフスカヤ：モスクワマラソン国際部⾧ 

ステイシー・コンリー：選手、提唱者、コンリースポーツプロダクション元代表 

レナ・ネリス：AIMS エストニア PR マネージャー、タリンマラソン GM 兼競技主催者 

岡村徹也：AIMS 理事、世界最大の女子マラソンである名古屋ウィメンズマラソンレースディレクター 

アレッサンドラ・ラメラ・パイリン：AIMS ヨーロッパ大陸 PR マネージャー 

マリア・ポリゾウ：伝説的マラソン選手、作家、講演者。ギリシャ人女性初のオリンピック出場選手

（1996 年アトランタ大会） 

ヴァクラフ・スクルジヴァネク：AIMS 理事、Volkswagen プラハマラソンを含むランチェコ・ランニ

ングリーグイベント（7 つの WA ゴールドラベルロードレース）レースディレクター 

 

 

 



 

 

 

 

AIMS の Instagram アカウント開設 

 

AIMS 女性委員会は、国際連合の「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の第 5 目標「ジェンダ

ー平等を実現し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図ろう」に賛同し設立されました。 

 

AIMS 女性委員会が掲げる目標は下記の通りです。 

 

 女性にランニングスポーツを通し世界最大の健康プラットフォームを提供すること 

 ランニングスポーツを通して女性のエンパワーメントを図ること 

 世界中のディスタンスランニング大会において女性参加を促進すること 

 世界最大の女性ランニングムーブメントを起こすこと 

 女性に向けたディスタンスランニングに関する主要な情報源となること 

 世界中の女性ランナーをつなぐこと 

 女性に関するソーシャルプロジェクトを企画し実行すること 

 

AIMS 女性委員会は、女性による世界最大のランニングネットワークを構築することで、ランニング大

会への女性の参加を増やしたいと考えています。この女性だけのためのネットワークは、女性がラン

ニングスポーツを楽しみ、インスピレーションを得るための特別な場所です。私たちは「ALL 

WOMEN CAN RUN」というスローガンのもと、全ての女性が走ることを楽しめる社会の実現を目指

していきます。 

 

AIMS 大会はこのネットワークを通じて、女性の⾧距離走大会への参加増加を目指す上で、「出場でき

る大会」としてだけでなく、「出場を推奨できる最高の舞台」として広報されることになります。 

 

私たちは、世界中の全ての女性にランニングを始めることを呼び掛けます。そして私たちのハッシュ

タグ「#ALLWOMENCANRUN」を通じてその経験を共有してください。委員会ウェブサイトへのご

訪問と Instagram アカウントのフォローもお待ちしています。 

 

AIMS 女性委員会ウェブサイト https://www.allwomencanrun.org/ 

AIMS 女性委員会 Instagram @aims_allwomencanrun 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

国際女性デー 

 

AIMS 女性委員会は全ての AIMS 会員大会に対し、3 月 7 日（日）～14 日（日）の「国際女性デー ラ

ンニングウィーク」への参加を呼び掛けます。 

 

目標 

1. 国際女性の日を記念し、世界中の女性にランニングを奨励すること 

2. 世界最大の女性ランニングコミュニティを構築すること 

3. AIMS 大会に、ランニングイベントへの女性参加促進を働き掛けること 

 

参加方法 

1. Instagram、Facebook、Twitter といった大会 SNS を通して、女性に「国際女性デー ランニングウ

ィーク」への参加を呼び掛ける 

2. ランナーにランニング中の写真撮影と、下記ハッシュタグを付けた Instagram 投稿を呼び掛ける 

#allwomencanrun #womeninternationalday #大会名 

 

 

AIMS について 

 

AIMS は会員制組織で、1982 年の設立以来その加盟大会は 117 以上の国と地域にわたる 460 を超える

世界的な⾧距離レースにまで拡大し続けてきました。AIMS 加盟大会は地球上全ての大陸にわたり、例

えば紀元前 490 年にペルシア人が「マラトンの戦い」に敗北したことを告げるため、ギリシャの兵士

フィディピディスがマラトンからアテナイまでを駆け抜けたとされる伝説に基づきつくられた「アテ

ネマラソン・オーセンティック」も加盟大会の一つです。その他、北京、ベルリン、ボストン、シカ

ゴ、コムラッズ、ニューヨーク、パリ、東京マラソンといった世界史上最大規模の⾧距離走大会の多

くが AIMS に加盟しています。 

 

AIMS の主要目的は以下の 3 つです。 

1. ディスタンスランニングを世界中に広め推進すること 

2. 国際ロードレースに関するすべての事柄において、ワールドアスレティックス（世界陸連）と連

携・協力すること 

3. 協会の会員間で情報や知識、専門技術を交換・共有すること 

 

AIMS に関する詳細情報はウェブサイトをご参照ください。www.aims-worldrunning.org 

 

 



お問い合わせ先 

日本における AIMS 広報窓口 

AIMS PR Japan Office 

名古屋市中区三の丸 1-6-1 

以上 

Theo Livitsanos 

AIMS Headquarters Administrator 

Spyros Louis Avenue, OACA, Olympic Aquatics Center 

Maroussi-Athens 15123, Greece 

mailto:info.jp-office@aims-worldrunning.jp
mailto:aimshq@aims-worldrunning.org



